
�

実
施
す
る
予
定
は
な
い
が
、
フ
ァ

ン
を
増
や
す
取
り
組
み
は
今
後
研
究
し

て
い
く
。

…

中
東
遠
地
区
の
連
携
、
人
口
密
度

よ
り
人
交
密
度
を
あ
げ
る
取
り
組
み
、

当
市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
。

�

事
務
や
施
設
な
ど
の
広
域
連
携
に

よ
る
効
率
化
の
推
進
な
ど
、
地
域
全
体

で
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
も
生
じ
て

い
る
。
当
市
の
特
色
を
十
分
活
か
す
よ

う
働
き
か
け
を
行
う
。

…

小
中
一
貫
教
育
で
は
中
学
校
区
に

学
舎
運
営
協
議
会
を
設
置
。
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
員
の
新
組
織
を
作
っ
て

市
民
の
負
担
を
増
や
す
よ
り
、
コ
ミ
協

な
ど
既
存
組
織
を
活
用
す
る
べ
き
。
運

営
協
議
会
の
形
は
ど
ん
な
も
の
に
な
る

の
か
。
教
職
員
働
き
方
改
革
や
授
業
数

増
対
応
で
学
校
行
事
を
一
方
的
に
削
減

す
る
の
で
な
く
、
対
話
が
必
要
で
は
な

い
か
。

�

地
域
、
保
護
者
代
表
、
学
校
評
議

員
、
学
校
関
係
者
な
ど
で
構
成
し
、
各

中
学
校
区
に
設
置
予
定
。
適
切
な
母
体

と
な
る
組
織
が
な
く
新
た
に
設
置
。
学

校
だ
け
が
企
画
運
営
し
て
き
た
行
事
も
、

目
指
す
子
ど
も
の
姿
を
考
え
た
上
で
運

営
協
議
会
と
し
て
模
索
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
学
校
行
事
や
授
業
の
あ
り
方
の

可
能
性
が
広
が
る
。

　

４
月
か
ら
の
入
管
法
改
正
に
よ

る
外
国
人
受
け
入
れ
増
、
今
年
度
の
共

生
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

外
国
人
住
民
を
孤
立
さ
せ
ず
、

社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
受
け
入

れ
る
視
点
に
立
ち
、
取
り
組
む
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
政
策
課
題
を
解
決
す

る
新
た
な
手
段
と
し
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
指
標
と
し
て
、
２
０…

３
０
年
を
目
標
と
し
た
持
続
可
能
な
開

発
目
標=

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
意
識

し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要
性
は
。

　

地
方
創
生
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ

る
目
標
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
31
年

度
策
定
予
定
の
次
期
総
合
戦
略
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
、
各
地
域

の
課
題
・
現
実
を
見
つ
め
、
各
分
野
で
対

話
を
重
ね
た
上
で
事
業
を
や
め
る
・
統

合
す
る
決
断
を
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民

自
治
力
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
小
規
模
多
機
能
自
治
を
進
め

る
た
め
に
、
全
て
の
市
民
が
か
か
わ
る
総

動
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

…

市
長
の
目
指
す
「
住
み
良
さ
№

1
」
と
は
。

�

第
２
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標
に

掲
げ
た
政
策
・
施
策
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
で
住
み
よ
い
ま
ち
と
な
る
。

…

今
年
度
最
も
力
を
い
れ
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
は
。

�

こ
ど
も
未
来
部
の
創
設
や
学
校
施

設
の
整
備
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実

を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

…

協
働
の
指
針
で
示
さ
れ
る
協
働
は
、

行
政
と
一
緒
に
働
く
協
働
で
な
く
、
市

民
が
得
意
分
野
を
活
か
し
対
等
に
連
携

す
る
協
働
で
あ
る
。
各
地
区
に
担
当
職

員
を
配
置
す
る
こ
と
が
理
想
、
協
働
を

進
め
る
上
で
職
員
意
識
、
心
得
を
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。

�

協
働
が
円
滑
に
進
む
た
め
に
は
職

員
が
正
し
く
理
解
し
、
共
通
の
認
識
を

持
つ
こ
と
も
重
要
。
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
で
協
働
の
意
義
や
重
要
性
を

伝
え
て
い
る
。

…

菊
川
市
民
の
担
う
力
は
す
ば
ら
し

い
。
協
働
の
指
針
策
定
と
あ
わ
せ
自
治

基
本
条
例
や
住
民
投
票
条
例
策
定
の
計

画
は
。

�

市
民
の
意
見
を
聞
き
、
反
映
す
る

こ
と
は
重
要
だ
が
現
時
点
で
条
例
制
定

の
予
定
は
な
い
。

…

当
事
者
意
識
を
育
て
る
た
め
に
総

合
計
画
の
策
定
な
ど
無
作
為
抽
出
に
よ

る
市
民
参
加
の
場
を
作
る
必
要
性
は
。

�

全
国
的
に
は
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
、
市
民
の
意
見
の
反
映
、
行

政
へ
の
関
心
が
高
ま
る
効
果
も
あ
る
の

で
、
他
自
治
体
事
例
を
参
考
に
今
後
研

究
し
て
い
く
。

…

離
れ
て
い
て
も
菊
川
市
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
え
る
ふ
る
さ
と
住
民
票
の

発
行
は
。

持
続
可
能
な
ま
ち
菊
川
を
目
指
し
て

市
民
ネ
ッ
ト　
質
問
者
：
倉
部　
光
世

代　表
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